
 

 

自家発電設備を電力需給対策に活用する場合の留意点について 

 

                                消防庁 

 
 

Ｑ１．電力不足解消のため、消防用設備等の非常電源である自家発電設備を 

一般負荷にも活用してよいか。 

 

Ａ１．消防用設備等の非常電源にあてる燃料や電力容量が常に確保されていれば差し支

えないが、以下の点には注意すること。 

 

・ 電力需給対策に活用するため、自家発電設備を手動で起動させる設定に変更し

た場合、使用後速やかに元の設定に戻し、常用電源が停電したときに自動的に起

動し、消防用設備等に電力供給される状態にしておくこと。 

 

・ 長時間に及ぶ連続運転に適していない構造の自家発電設備は使用しないこと。 

 

Ｑ２．電力不足解消のため、消防用設備等の非常電源である自家発電設備を一般

負荷に活用する際は消防機関へ届け出が必要か。 

 

Ａ２．原則として各地域を管轄している消防機関への届け出が必要である。 

 

Ｑ３．計画停電等に備え自家発電設備、蓄電池設備等、複数の非常電源を設 

置する場合の注意点はあるか。 

 

Ａ３．原則として１つ以上の非常電源について、常用電源が停電した場合でも消防用設 

備等に電力を供給できるようにする必要がある。 

 

 

 

※ 上記の内容は一般的な留意点であり、実際の活用にあたっては必要に応じて、届 

け出の要否等に関しては各地域を管轄している消防機関に、機器の性能等に関して 

はメーカーにそれぞれ相談すること。 
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